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「満天」スポット＆「景観」コレクション

奈良のいきもの
鹿だけじゃない



あきづ羽の　袖振る妹を　玉櫛笥
　　　　　　　奥に思ふを　見たまへ我が君

秋空に舞うトンボの群れ。大きなメガネに写っているのは何？
人間が想像するとこのようになるかもしれません。

田んぼに飛び交うトンボは豊作のしるし。縁起のいいトンボの
羽を透明感のある美しさにたとえ、自分がかわいいと思う人を、
みんなにもかわいいと言ってほしい。浮かれ気分が伝染してき
そうです。

奈良万葉活写
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道の駅NARA 11
station

吉野路 大塔

啓林堂書店の外さない本棚

04 奈良のいきもの

4 奈良漬

奈良では鹿が愛されています。一方

で獣害に悩む田畑もあり、利害両面

があるのも事実です。それでも私た

ちは動物や昆虫、花木をすべて排除

しては生きていけません。

今号は奈良のいきものを象徴する金

魚や国蝶にも注目しました。ふるさとのいきものや景観を

いつまでも大切にできる人でありたいものです。

さて、お知らせがございます。私たちが運営する奈良の

観光情報まとめサイト「NARABURA」が10月１日に公

開されました。グルメやイベント、観光スポット情報を検

索しやすく、読みやすく掲載しています。

順次、記事や写真を充実させてまいりますので、ぜひアク

セスして奈良を知るのに役立てていただくとともに、奈

良の魅力発信メディアとしての成長にご期待ください。

代表取締役社長　近東　宏佳

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

共同精版印刷株式会社は、奈良をもっと元気にするために、
奈良観光の擬人化キャラクターを育てます。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

共同精版印刷株式会社
編集／制作／発行

http://www.ksp-group.co.jp/

奈良もえしょくプロジェクト

 奈良観光擬人化キャラクター

『真白 鹿乃子』
ちゃん

ま　 しろ か　  の　  こ

もえしょくプロジェクトは、地域の名産品や企業
を擬人化という手法でキャラクターにし、全国
各地、そして世界中の人々にPRするプロジェ
クトです。
キャラクターは、全国の絵師からインターネット
上の公募で集まり、グランプリ作品が企業キャ
ラとして誕生し商品化されます。　

現在、80企業、100を越えるキャラクターが誕
生し、全国各地の名産品や企業の地域キャラク
ターとして活躍しています。
共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
キャラクタービジネスを通して地域活性化に取
り組んでいます。

古代風景考特集 前編

奈良のクーポンフリーペーパー
奈良の観光情報まとめサイト
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金
魚
が
初
め
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
の

は
、
１
５
０
４
年
頃
で
す
が
、
世
に
多
く

出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
1
6
1
6
年

頃
、
徳
川
幕
府
が
天
下
統
一
し
て
世
の
中

が
平
和
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　
大
和
郡
山
の
金
魚
は
柳
沢
吉
保
の
子
・

吉
里
が
大
和
郡
山
の
藩
主
と
し
て
国
替

り
し
た
と
き
に
甲
斐
の
国
か
ら
持
っ
て

き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

お
金
持
ち
が
趣
味
で
飼
う
よ
う
な
代
物

で
し
た
が
、
次
第
に
下
級
武
士
の
内
職

と
し
て
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
大
和
郡
山
に
は
農
業
用
の
た
め
池

や
水
路
が
多
く
金
魚
の
養
殖
に
適
し
て

い
た
た
め
、
明
治
時
代
に
は
農
家
で
も

さ
か
ん
に
養
殖
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
農
家
の
庭
に
金
魚
を
育
て

る
金
魚
池
が
あ
っ
た
ほ
ど
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
和
郡
山
で
は
全
国
の
40
％

も
の
金
魚
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
趣
味
の
多
様
化
や
価
値
観
の
変
化

に
よ
り
昔
ほ
ど
金
魚
に
憧
れ
を
持
つ
人

が
減
っ
た
こ
と
、
街
の
都
市
化
や
養
殖

技
術
の
後
継
者
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
、
現
在
で
は
養
殖
業
は
年
々
縮

小
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

金
魚
の
ま
ち
大
和
郡
山

長
生
き
さ
せ
る
コ
ツ

は
底
に
敷
く
砂
。
こ
の
砂
に
は
水
槽
の

汚
水
処
理
の
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

砂
に
住
み
着
い
た
バ
ク
テ
リ
ア
が
高
い

水
質
を
保
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
水
槽
は
鳥
か
ご
な
ど
と
は
違
っ
て
、人

の
手
で
良
質
な
環
境
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。中
の
金
魚
だ
け
で
は
な

く「
水
槽
も
い
き
も
の
」で
あ
る
こ
と
を

意
識
す
る
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
金
魚
す
く
い
の
屋
台
で
す
く
っ
た
金

魚
を
、
す
ぐ
に
死
な
せ
て
し
ま
っ
て
と

て
も
悲
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
金
魚
は
手
軽
に
飼
育
で
き

る
印
象
で
す
が
、
実
際
は
そ
う
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
金
魚
を
長
生
き
さ
せ
る
コ
ツ
、
そ
れ

は
ズ
バ
リ
「
準
備
」
で
す
。
準
備
と
い
っ

て
も
た
だ
水
槽
と
水
を
用
意
す
る
だ
け

で
は
ダ
メ
な
の
で
す
。
重
要
と
な
る
の

奈良で会いたい
いきものたち

04

は出頃が吉りきおでとたやいさたるて 金

奈良と言えば鹿。奈良公園に行くと、せんべいちょうだいと
近寄ってきて、愛敬を振りまき、みんな大好きです。
しかし奈良の細かいところをつつく「奈良の細道」は
鹿に敬意を表しつつも、別視点で奈良のいきものに注目してみました。

金魚が泳ぐ
電話ボックス

泳ぐ

CHEC K!
HECHEHECEC KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK!!!!KKKKKKKK!!!!!!!!!!!!!!!!!!
ECEECECEC

琉金 ●りゅうきん

出目金 ●でめきん

丹頂 ●たんちょう

琉球から来た金魚ということでこの名が付いたと言われて
います。ただし生産地は琉球ではなく、中国から琉球に渡っ
た後鹿児島に輸入されました。大きな尾びれの形は個体に
よってさまざまで見ていて楽しい金魚です。

名前のとおり、左右に大きく飛び出た目が特徴です。英語で
はテレスコープアイ（望遠眼鏡）、中国語ではロンチュウアイ
（竜晴魚）なんて呼ばれています。琉金の突然変異です。

体が白色で頭だけが赤く丹頂鶴を思わせることからこの名
がつきました。昭和30年ごろに中国から輸入され、郡山式
の養殖方法で大量生産に成功しました。

やまとのさかな
きんぎょ
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　うだ・アニマルパーク
奈良県宇陀市大宇陀小附７５－１

TEL0745-87-2520
9：00～17：00

●休館日
　月曜日（月曜が休日の場合は開館し、
　翌平日を休館）
　 12月28日～１月４日

　金魚の町・大和郡山には金魚すくい道場が
あります。ここでの金魚すくいは屋台でやる
ようなものではなく、ちゃんとしたスポーツ
で全国大会もあります。かつては練習場所が
なく個人で金魚を購入して練習していました
が、それはとても大変だろうと、お土産屋の
傍ら始めたそうです。
　子供たちに金魚すくいの楽しさだけでなく、
人と接する上でのモラルも教えるという意味
をこめてあえて「道場」の名が付いています。

　
う
だ
・
ア
ニ
マ
ル

パ
ー
ク
は
1
9
4
0

年
に
設
立
さ
れ
た
奈

良
県
種
畜
場
が
も
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
物
園
と
は
少
し
雰
囲
気
が
異
な
り
、牧

場
の
よ
う
な
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
山
羊
、羊
、ポ
ニ
ー
、牛
、鶏
、七
面
鳥
、

ミ
ニ
ブ
タ
、ウ
サ
ギ
と
い
っ
た
多
く
の
動

物
が
園
内
に
飼
育
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に

施
設
内
に
は
展
望
台
や
滑
り
台
な
ど
の

遊
具
も
あ
り
ま
す
。

　
山
羊
の
橋
渡
り﹇
写
真
﹈は
１
日
４
回
。

山
羊
っ
て
の
ん
び
り
し
て
い
て
牧
草
を

食
べ
て
い
る
、そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
実
は
結
構
機
敏
な
ん
で
す
。

細
く
て
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
橋
を
素
早

く
渡
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
え
さ
や
り
や
牛
の
乳
し

ぼ
り
、バ
タ
ー
作
り
体
験
な
ど
イ
ベ
ン
ト

も
多
数
。イ
ベ
ン
ト
に
は
一
部
有
料
の
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、入
園
料
、駐
車
場
代

は
無
料
で
す
。
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う
だ
・
ア
ニ
マ
ル

パ
ー
ク
は
1
9
4
0

年
に
設
立
さ
れ
た
奈

良
県
種
畜
場
が
も
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
物
園
と
は
少
し
雰
囲
気
が
異
な
り
、牧

場
の
よ
う
な
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
山
羊
、羊
、ポ
ニ
ー
、牛
、鶏
、七
面
鳥
、

ミ
ニ
ブ
タ
、ウ
サ
ギ
と
い
っ
た
多
く
の
動

物
が
園
内
に
飼
育
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に

施
設
内
に
は
展
望
台
や
滑
り
台
な
ど
の

遊
具
も
あ
り
ま
す
。

　
山
羊
の
橋
渡
り﹇
写
真
﹈は
１
日
４
回
。

山
羊
っ
て
の
ん
び
り
し
て
い
て
牧
草
を

食
べ
て
い
る
、そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
実
は
結
構
機
敏
な
ん
で
す
。

細
く
て
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
橋
を
素
早

く
渡
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
え
さ
や
り
や
牛
の
乳
し

ぼ
り
、バ
タ
ー
作
り
体
験
な
ど
イ
ベ
ン
ト

も
多
数
。イ
ベ
ン
ト
に
は
一
部
有
料
の
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、入
園
料
、駐
車
場
代

は
無
料
で
す
。

店主　下村 康氏さん

金魚すくい道場
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郡山金魚資料館
大和郡山市新木町107

TEL0743-52-3418
9：00～17：00

●定休日　月曜日（祝日含む）
●料金　 無料
●駐車場　あり

おみやげ処 こちくや
大和郡山市紺屋町23-1

TEL0743-55-7770
9：00～18：00

●年中無休（お正月５日間のみ休み）
●駐車場　あり

場 ２ポイ100円で練習ができます。
上手くなれば段位ももらえる！

奈良の

ヤギは
芸達者!?

大和郡山金魚まっぷ

近
鉄
郡
山
駅

柳町商店街

至 京都・大阪

至 橿原・天理

郡山金魚資料館
（やまと錦魚園）

おみやげ処
こちくや

金魚が泳ぐ
電話ボックス

金魚が泳ぐ
自動販売機

9

144

108

大和郡山城跡

金魚の
マンホール
（やまと郡山城ホール）

CHEC K!

魚
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大
き
い
ぞ
、強
い
ぞ

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

故
郷
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
幼
生
期
に
エ
ノ
キ

の
葉
を
食
べ
て
育
ち
、
成
虫
に
な
る
と

ク
ヌ
ギ
の
樹
液
な
ど
を
吸
っ
て
、
里
山

に
広
が
る
雑
木
林
で
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
里
山
の
縮
小
と
荒
廃
で

生
息
数
が
激
減
。
こ
れ
に
危
機
感
を
募

ら
せ
た
在
野
の
研
究
者
が
奈
良
に
い
ま

し
た
。
大
和
の
空
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

乱
舞
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
粘
り
強
く
人

工
飼
育
に
励
み
、
育
て
た
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
を
放
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
甘
樫
の
丘
な
ど
奈
良
県

内
数
ヶ
所
で
自
然
繁
殖
の
個
体
群
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
飼
育
さ
れ
た

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
子
孫
も
い
る
は
ず
。

ふ
る
さ
と
は
奈
良
。
そ
ん
な
国
蝶
が
こ

れ
か
ら
増
え
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
幼
生
期
に
エ
ノ
キ

の
葉
を
食
べ
て
育
ち
、
成
虫
に
な
る
と

ク
ヌ
ギ
の
樹
液
な
ど
を
吸
っ
て
、
里
山

に
広
が
る
雑
木
林
で
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
里
山
の
縮
小
と
荒
廃
で

生
息
数
が
激
減
。
こ
れ
に
危
機
感
を
募

ら
せ
た
在
野
の
研
究
者
が
奈
良
に
い
ま

し
た
。
大
和
の
空
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

乱
舞
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
粘
り
強
く
人

工
飼
育
に
励
み
、
育
て
た
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
を
放
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
甘
樫
の
丘
な
ど
奈
良
県

内
数
ヶ
所
で
自
然
繁
殖
の
個
体
群
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
飼
育
さ
れ
た

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
子
孫
も
い
る
は
ず
。

ふ
る
さ
と
は
奈
良
。
そ
ん
な
国
蝶
が
こ

れ
か
ら
増
え
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

は
羽
を
広
げ
た
最

大
幅
が
オ
ス
で
約

11
セ
ン
チ
、
メ
ス

で
約
12
セ
ン
チ
に

達
す
る
大
型
の

チ
ョ
ウ
で
す
。
昭

和
32
年
に
日
本
の

国
蝶
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
幼
虫
は
頭
部
に
ぴ
ょ
こ
ん
と
突

起
を
持
ち
、〝
ポ
ケ
モ
ン
〞
み
た
い
。
冬

に
な
る
と
エ
ノ
キ
の
木
か
ら
降
り
て
、

落
ち
葉
を
か
ぶ
っ
て
越
冬
し
ま
す
。
さ

な
ぎ
に
な
る
直
前
は
丸
々
と
太
り
、
ふ

い
に
目
撃
す
る
と
た
じ
ろ
い
で
し
ま
う

迫
力
で
す
。

　
と
て
も
勝
気
な
性
格
で
、
縄
張
り
に

侵
入
し
た
小
型
の
野
鳥
や
樹
液
を
吸
い

あ
う
カ
ブ
ト
ム
シ
を
「
の
い
て
の
い
て
、

あ
っ
ち
行
っ
て
や
」
と
ば
か
り
に
攻
撃

し
ま
す
。
飛
翔
力
に
優
れ
る
大
き
な
羽

で
バ
ッ
サ
バ
ッ
サ
と
や
ら
れ
る
と
、
相

手
は
退
散
す
る
そ
う
で
す
。

サナギと前蛹 どこにいるかわかるかな？

CHEC K!
サ

EECCCCCHEEEECECECECHECECECECECECECECECHEHEEECECEEECECECEC K!KKKKKKKK!KKKKKKKKKKKK!KKKKKKK!
ECCCCCECEECECEEECECECECECEEC

ぜんよう

橿原市昆虫館
1年中チョウが舞う放蝶温室では毎年６月頃、
オオムラサキが舞う姿が見られます。

橿原市南山町624

TEL0744-24-7246
9：30～17：00（10～３月は16：30まで）
※入館受付は閉館30分前まで

●定休日
月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

●料金
おとな510円、学生410円、こども100円
※橿原市在住の幼・小・中学生は毎週土曜無料

大和の空に舞い上がれ
国蝶オオムラサキ

原寸大（オス）



にんじん

うり

きゅうり

すいか

なす

 

古
都
奈
良
の
お
土
産
も
の
と
い
え
ば

真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
る
の
が
「
奈
良

漬
」
で
す
。
そ
の
奈
良
漬
の
伝
統
の
味

を
守
り
続
け
て
い
る
の
が
、
奈
良
の
玄

関
口
東
向
通
り
に
店
を
構
え
る
山
崎
屋

で
す
。

 

奈
良
漬
と
は
、
日
本
酒
を
造
る
と
き

に
で
き
る
酒
粕
を
使
っ
て
、
夏
の
野
菜

を
漬
け
る
お
漬
物
の
こ
と
で
、
ほ
と
ん

ど
の
お
漬
物
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
奈

良
漬
も
保
存
食
品
と
し
て
、
夏
野
菜
を

一
年
中
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

と
工
夫
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。    

 
奈
良
は
古
く
か
ら
南
都
諸
白
と
呼
ば

れ
る
日
本
酒
づ
く
り
が
盛
ん
で
、
そ
の

酒
粕
を
使
っ
て
作
る
漬
物
が
大
変
お
い

し
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
奈
良
漬
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
純
国
産
の
う
り
や
き
ゅ
う
り
、
す
い

か
、
な
す
、
守
口
大
根
、
メ
ロ
ン
、
か

ぶ
ら
、
人
参
を
、
日
本
中
か
ら
厳
選
し

た
酒
粕
と
み
り
ん
粕
で
幾
度
も
漬
け
替

え
て
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
仕
上
げ
る

の
が
山
崎
屋
の
奈
良
漬
で
す
」
と
工
場

長
の
井
上
寧
さ
ん
。

　
近
年
は
周
辺
の
企
業
や
大
学
と
の
コ

ラ
ボ
で
奈
良
漬
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
商

品
も
ヒ
ッ
ト
し
て
お
り
、
奈
良
漬
の
可

能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

いいモノには法則があります。その土地の時代と文化に醸成
され、原材料に気を配り、生産する人にも消費する人にも喜
びと愛着があること。作り手の思いをたどりながら、奈良の
いいモノを訪ね歩きます。

あってよかった
本当にいいモノ 4 奈良漬

植村牧場
「奈良漬アイス」

平城京の時代の
「かす漬」と「南都諸白」

香
り
が
食
を
そ
そ
る
伝
統
の
味

カップ 310円(税別)　モナカ 290円(税別)
山崎屋本店で販売。

奈良漬由緒記

や
す
し

4

奈良時代の平城京の跡地、長屋王宅跡
で出土した木簡に「かす漬」のことが記さ
れていたことから、古くから漬物づくり
が始まっていたことが分かっています。
その後、室町時代になりお酒造りが盛
んになると奈良のおいしいお酒（南都
諸白）の酒粕で作るかす漬は奈良漬と
呼ばれるようになりました。
かす漬を奈良漬のルーツと捉えるなら、
1300年前の昔から奈良漬はこの奈良
の都で息づいていたことになります。

造酒司(みきのつかさ)
お酒を造る建物

内膳司(ないぜんのつかさ)
かす漬を造っている風景

奈良漬を使用した
アイデアスイーツ！山崎屋

の 奈良時代に
「奈良漬」ってあったの!?

牧場

も
ろ
は
く



生姜

かぶら

守口大根

メロン

収穫した野菜はたっぷりの塩で塩漬にします。そして酒粕に漬
けること１年半～３年。酒粕の旨味をいっぱい吸収した奈良
漬になります。

収穫した野菜はたっぷりの
塩で地下２ｍのタンクで約
３ヶ月～１年の間塩漬にし
ま す 。こ こ で の 塩 分 は 約
24％にもなります。

ここで初めて「酒粕」に漬け
ます。（約１～６ケ月）この
時の塩分は約18％です。

今までとは少し違う「酒粕」に
約２～３ヶ月漬け込みま
す。この時の塩分は約14％
です。

ここからは「酒粕」に味を付
けた「調味粕」を使います。
（約１～２ケ月）この時の塩
分約７％、アルコール分４％
です。

酒粕・みりん粕・みりん・砂
糖等で、固さ、色を調整し
ます。

簡単に言えば塩分を抜く工
程です。この時の塩分は約
10％です。　

上漬の時とは違う「調味粕」
で約１～２ヶ月漬け込みま
す。こうすることでよりアル
コール分が増し、塩分をおさ
えることができるのです。

山崎屋の奈良漬は手作業で6回工程

山崎屋 宝来店 
松田真悟さん

ご当地スイーツ
奈良市東向南町５（東向通り)
TEL.0742-22-8039・2986
営業時間9:00～21:00 年中無休

奈良市宝来町981-1
TEL.0742-44-5425
営業時間9:30～18:30 年中無休

本　店

宝来店

学園前店

JR奈良店

西大寺店

近鉄百貨店 奈良店

近鉄百貨店 生駒店

近鉄百貨店 橿原店

イオン高の原店

山崎膳料理 味亭 山崎屋

　

奈良市学園北１-9-1 パラディ学園前Ｂ1

奈良市三条本町1-1

近鉄大和西大寺駅構内タイムズプレイスサイダイジ

（ならファミリー）地階食品売場 奈良市西大寺東町2- 4-1

二階食品売場　生駒市谷田町1600

地階食品売場　橿原市北八木町3-65-11

二階フロア 京都府木津川市相楽台1-1-1 

奈良市東向南町５

（野菜によって漬ける期間は異なります）

奈良漬に含まれる成分は
ビタミン類の吸収を助けて

油っぽさを和らげる効果があります。
塩分も4％とひかえめです。
ぜひ毎日の食卓に！

 1300円(税別)
山崎屋本店・宝来店・
HP（http://www.yamazakiya.jp/shop/）で販売。
夏季は販売はありません。

奈良祥楽
「奈良のかすていら」

奈良漬の風味をいかした

5

１回目 塩漬 ２回目 下漬

５回目 上漬 ４回目 再中漬

３回目 中漬

６回目 本漬

調味粕ねり



奈
良
の
風
景
14

世界
遺産

リ
レ
ー
連
載

奈
良
大
学 

文
学
部 

文
化
財
学
科 

准
教
授

　植
野 

浩
三

窯
業
遺
跡
を
訪
ね
て

6

　
私
が
勤
務
す
る
奈
良
大
学
周
辺
（
平

城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、平
城
山
一
帯
）
に
は
、

古
代
か
ら
の
窯
業
遺
跡
が
多
数
存
在
す

る
。
窯
業
遺
跡
と
は
、
焼
物
を
焼
い
た

生
産
遺
跡
の
こ
と
で
あ
る
。
平
城
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
に
あ
る
歌
姫
西
窯
跡
群
で
は

３
基
の
窯
が
調
査
さ
れ
て
お
り
、
７
世

紀
前
半
か
ら
硬
質
の
焼
物
（
須
恵
器
）

が
生
産
さ
れ
、
ま
た
、
押
熊
窯
跡
で
も

８
世
紀
初
め
頃
に
少
量
の
須
恵
器
が
焼

か
れ
た
よ
う
だ
。

　
奈
良
時
代
の
平
城
山
は
、
平
城
京
へ

瓦
を
納
め
た
官
営
の
生
産
地
帯
で
あ
っ

た
。
不
退
寺
の
北
側
（
奈
良
山
瓦
窯
）

あ
た
り
か
ら
歌
姫
〜
押
熊
〜
中
山
に
か

け
て
た
く
さ
ん
の
生
産
地
が
存
在
し
、

さ
ら
に
そ
の
範
囲
は
木
津
川
市
（
市
坂
、

梅
谷
、
鹿
背
山
）
に
も
わ
た
っ
て
い
る
。

平
城
山
で
は
絶
え
ず
窯
場
の
煙
が
立
ち

上
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
歌
姫
西
窯
跡
、

音
如
ヶ
谷
瓦
窯
跡
、
上
人
ヶ
平
遺
跡
は

公
園
と
し
て
遺
跡
保
存
さ
れ
て
お
り
、

音
如
ヶ
谷
瓦
窯
跡
で
は
窯
跡
が
調
査
時

の
ま
ま
露
出
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
窯
業
・
須
恵
器
生
産
の
始
ま
り
は
西

暦
４
０
０
年
前
後
で
あ
る
。
西
日
本
の

限
ら
れ
た
地
域
で
生
産
を
開
始
し
、
そ

の
後
、
各
地
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
リ
ー
ド
を
果
た
し
た
の
は
、

大
阪
府
堺
市
泉
北
丘
陵
一
帯
に
広
が
る

生
産
地
（
陶
邑
窯
）
で
あ
る
。
約
５
０
０

年
間
に
千
基
以
上
の
窯
が
築
か
れ
て
お

り
、
政
権
の
官
営
工
房
と
し
て
操
業
を

繰
り
返
し
て
い
た
。

平
城
山
一
帯
の
窯
業
遺
跡

大
和
の
須
恵
器
生
産

城古

音如ヶ谷瓦窯跡公園

学
科
准
教
授

植

平は
、すた

音如ヶ谷瓦窯の展示

お
ん
じ
ょ
が
だ
に
か
わ
ら
が
ま
あ
と

し
ょ
う
に
ん
が
ひ
ら
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須
恵
器
生
産
は
、
５
世
紀
後
半
か
ら
６

世
紀
に
な
る
と
列
島
の
各
地
で
確
認
で
き

る
。
し
か
し
大
和
の
場
合
は
特
殊
で
あ

り
、わ
ず
か
に
旧
宇
智
郡
（
五
條
窯
跡
群
）

に
お
い
て
の
み
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は

６
〜
８
世
紀
に
か
け
て
操
業
さ
れ
て
お

り
、
一
部
は
藤
原
京
の
瓦
も
生
産
し
て
い

る
。
盆
地
内
で
は
７
世
紀
前
半
代
ま
で
生

産
が
確
認
で
き
な
い
。
わ
ず
か
に
歌
姫
西

窯
跡
や
今
池
西
窯
跡
（
三
郷
町
）、
平
野

窯
跡
群
（
香
芝
市
）
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
は
、
官
営
工
房
で
あ
る
陶
邑
窯
と
政

治
的
に
直
接
繋
が
っ
て
い
た
た
め
、
盆
地

内
に
は
大
量
の
須
恵
器
が
自
由
に
供
給
さ

れ
た
の
だ
。

　
こ
う
し
た
大
和
と
縁
の
深
い
陶
邑
窯

に
は
、
重
要
文
化
財
を
含
む
須
恵
器
や

そ
の
生
産
の
紹
介
を
し
た
全
国
的
に
も

非
常
に
珍
し
い
須
恵
器
の
資
料
館
（
旧

泉
北
考
古
資
料
館
、
堺
市
立
す
え
む
ら

資
料
館
）
が
あ
っ
た
が
、
建
物
の
老
朽

化
を
名
目
に
去
る
２
０
１
６
年
９
月
30

日
を
も
っ
て
46
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
た
。

実
に
残
念
な
決
定
で
あ
る
。

　
五
條
窯
跡
群
の
他
で
特
徴
的
な
展
開

を
み
せ
る
の
は
、
生
駒
谷
窯
跡
群
と
富

雄
川
上
流
域
窯
跡
群
で
あ
る
。
近
鉄
生

駒
駅
北
側
（
俵
口
・
北
新
町
）
か
ら
高

山
地
区
に
か
け
て
16
基
以
上
の
窯
が
確

認
さ
れ
お
り
、
８
世
紀
後
半
代
に
集
中

し
て
連
綿
と
生
産
を
し
て
い
る
。
奈
良

時
代
の
行
き
詰
ま
っ
た
経
済
政
策
に

よ
っ
て
、
平
城
京
へ
の
須
恵
器
の
供
給

は
陶
邑
窯
か
ら
近
隣
の
生
駒
谷
〜
富
雄

川
上
流
域
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
生
駒

市
北
田
原
町
イ
モ
山
公
園
で
は
、
遺
跡

の
一
部
が
保
存
さ
れ
、
憩
の
場
に
な
っ

て
い
る
。

　
奈
良
は
日
本
有
数
の
古
墳
群
を
有
し

て
い
る
。
古
墳
に
は
埴
輪
と
呼
ば
れ
る

土
製
の
焼
物
が
設
置
さ
れ
る
が
、
須
恵

器
登
場
後
は
一
般
的
に
窯
で
焼
成
す
る
。

奈
良
盆
地
に
あ
る
大
型
古
墳
に
は
大
量

の
埴
輪
が
必
要
で
あ
る
。
５
世
紀
以
降

は
古
墳
の
近
隣
に
あ
っ
た
埴
輪
窯
に

よ
っ
て
生
産
が
行
わ
れ
た
。
古
墳
造
営

に
携
わ
っ
た
土
師
氏
の
本
拠
地
で
あ
る

奈
良
市
菅
原
で
は
、
６
世
紀
代
の
埴
輪

窯
６
基
が
調
査
さ
れ
、
現
在
は
「
菅
原

は
に
わ
公
園
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
普
段
見
か
け
る
こ
と
の
少
な
い
窯

業
遺
跡
公
園
を
、
一
度
訪
れ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

植野 浩三
［うえの こうそう］
広島県生まれ。奈良大学文学部
史学科卒業後、神戸方面で発掘
調査に従事。1980年より奈良
大学文学部文化財学科に赴任。
この間、鳥取や兵庫・長野他で
発掘調査を行う。1998年より博
物館学も担当。2008年度には、
１年間韓国にて研修をし、多く
の文物に触れた。

生
駒
谷
窯
跡
群
の
展
開

埴
輪
の
生
産

を雄駒山認し時よ

歌姫西窯跡群

閉館になった堺市立すえむら資料館 る
。量降に営る輪

菅原はにわ公園



ま
ち
か
ど
探
索

　
郡
山
城
は
筒
井
順
慶
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
城
で
、
天
守
台
付
近
か
ら
は
城
下

町
や
奈
良
盆
地
を
広
く
見
渡
す
事
が
で

き
ま
す
。
桜
の
名
所
と
し
て
、
日
本
さ

く
ら
名
所
１
０
０
選
に
も
選
定
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
桜
の
開
花
時
期
に
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
る
「
お
城
ま
つ
り
」
は
多
く

の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
秋
の
鮮

や
か
な
桜
の
紅
葉
も
ま
た
見
ど
こ
ろ
で

す
。（
平
成
29
年
３
月
末
頃
ま
で
天
守
台

は
工
事
中
）

　
日
本
で
最
古
の
神
社
と
い
わ
れ
て
い

る
大
神
神
社
に
あ
る
展
望
台
。
大
鳥
居
・

大
和
三
山
・
二
上
山
・
葛
城
山
系
、
背

後
に
は
ご
神
体
で
あ
る
三
輪
山
が
遥
拝

で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
展
望
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
桜
の
名
所
で
も
あ
り
、
春
も
美

し
い
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
白
毫
寺
は
奈
良
市
東
南
部
の
高
円
山

の
山
麓
に
あ
り
、
境
内
か
ら
奈
良
盆
地

の
広
が
り
を
一
望
で
き
る
景
勝
地
に
建

つ
お
寺
で
す
。
奈
良
三
名
椿
の
一
つ
「
五

色
椿
」
で
も
有
名
で
す
。

　
曾
爾
高
原
は
標
高
約
7
0
0
メ
ー
ト

ル
、
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
約
8
個
分
と

広
大
で
す
。
見
渡
す
限
り
の
す
す
き
に

覆
わ
れ
る
秋
の
風
景
は
、
風
に
よ
っ
て

銀
色
の
穂
が
一
斉
に
揺
れ
る
様
子
が
見

事
で
す
。
日
が
沈
む
前
に
な
る
と
夕
日

の
逆
光
で
黄
金
色
に
染
ま
る
姿
も
非
常

に
美
し
く
、
そ
の
ひ
と
と
き
を
待
つ
観

光
客
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
甘
樫
の
丘
は
標
高
１
４
８
ｍ
の
丘
陵
。

ゆ
る
や
か
な
坂
道
を
上
れ
ば
の
ど
か
な

明
日
香
村
の
集
落
や
、
大
和
三
山
な
ど

万
葉
に
詠
ま
れ
た
美
し
い
風
景
を
望
む

事
が
で
き
る
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

６
〜
７
世
紀
に
か
け
栄
華
を
極
め
た
蘇

我
蝦
夷
と
蘇
我
入
鹿
の
邸
宅
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

8

何
気
な
く
眺
め
て
い
る
風
景
に
も
物
語
が
あ
り
、

い
つ
か
懐
か
し
く
思
い
出
す
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

奈
良
を
も
っ
と
深
く
味
わ
え
る
風
景
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

奈
良
県
景
観
資
産

郡
山
城
跡

●橿原線近鉄郡山駅下車　徒歩７分
●JR大和路線郡山駅　徒歩15分

大
美
和
の
杜
展
望
台

● JR三輪駅下車　徒歩５分
●（JR・近鉄）桜井駅よりバス三輪明神参道口下車
徒歩10分
  無料駐車場あり

白
毫
寺
は
奈
良
市
東東
南
部
の
高
円
山

の
山
麓
に
あ
り
、
境
内内
か
ら
奈
良
盆
地

奈
良
盆
地
が
眺
望
で
き
る

 
 

白
毫
寺
境
内

る
景
勝
地
に
建

名
椿
の
一
つ
「
五

●近鉄・JR奈良駅下車
市内循環バスで高畑町下車徒歩20分
  周辺に有料駐車場

曾
爾
高
原

●近鉄名張駅下車　三重交通バス
平日　：山粕西行で太良路下車　徒歩１時間程
土日祝：曾爾高原行曾爾高原下車　徒歩10分
※バスで来られた場合、夕景がみられませんので、お車でのアクセスがおすすめ
  名阪国道針ＩＣから約50分　曾爾高原駐車場 600円

甘
樫
の
丘

●近鉄橿原神宮前駅もしくは飛鳥駅下車
周遊バス甘樫丘下車　徒歩５分
  甘樫の丘無料駐車場　30台

＜奈良県景観資産とは＞
平成23年度よりスタートした奈良県内の良好な景観を望むことができる場所を登録する制度です。
年度ごとに異なった募集テーマがあり、これまでに「四神八景」「記紀・万葉」「街道景観」
「水辺景観」「営み・なりわいの景観」のテーマで計138点が登録されています。
奈良県景観条例第20条に基づいて奈良県景観審議会にて審査を行い、県知事が決定し登録しています。
写真提供：奈良県くらし創造部景観・環境局（※１のみ 奈良市観光協会） （※１）



　
中
世
に
開
墾
さ
れ
、
日
本
の
棚
田
百

選
に
も
選
ば
れ
た
稲
渕
の
棚
田
。
一
面

に
広
が
る
棚
田
の
景
色
は
、
明
日
香
村

の
美
し
い
歴
史
的
景
観
の
一
部
と
な
っ

て
お
り
、
農
村
の
原
風
景
を
強
く
残
し

て
い
ま
す
（
平
成
23
年
重
要
文
化
的
景

観
指
定
）。
秋
に
は
棚
田
の
畔
に
彼
岸
花

が
咲
き
誇
り
、
そ
の
美
し
さ
は
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
大
神
神
社
の
摂
社
の
ひ
と
つ

で
、
御
祭
神
と
し
て
天
照
大
御

神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か

み
）、
伊
弉
諾
命
（
い
ざ
な
ぎ

の
み
こ
と
）、
伊
弉
冉
命
（
い

ざ
な
み
の
み
こ
と
）
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
３
つ
の
鳥
居
か
ら

な
る
「
三
輪
鳥
居
」
が
有
名

で
二
上
山
を
正
面
に
望
む
景
観

を
境
内
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
兜
岳（
左
）は
岩
肌
が
戦
国
武
将
を
彷

彿
と
さ
せ
、
鎧
岳（
右
）は
柱
状
節
理
の

岩
壁
が
武
者
の
鎧
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

い
ず
れ
も
火
山
活
動
に
よ
り
で
き
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
名
前
か
ら
も
荒
々
し

さ
が
伝
わ
り
ま
す
が
近
く
で
見
る
と
そ

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
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優
れ
た
児
童
書
は
子
供
も
大
人
も
読
め
る

文
学
で
あ
る
。『
モ
モ
』
も
そ
の
１
冊
で
あ
ろ

う
。
物
語
の
前
半
は
、
モ
モ
と
モ
モ
を
取
り

巻
く
人
達
の
交
流
を
描
く
。
後
半
は
時
間
貯

蓄
銀
行
と
い
う
組
織
の
灰
色
の
男
達
が
現
れ
、

街
の
人
達
の
時
間
を
巧
み
に
奪
っ
て
い
く
の

だ
が
、
モ
モ
が
そ
の
男
達
か
ら
「
時
間
」
を

取
り
戻
す
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

　
こ
の
物
語
は
一
貫
し
て
「
時
間
」
と
は

何
か
を
読
者
に
問
い
か
け
て
く
る
。
時
間

に
追
わ
れ
が
ち
な
現
代
に
生
き
る
大
人
達

に
、
何
に
時
間
を
か
け
る
べ
き
か
、
節
約

す
べ
き
こ
と
は
何
か
と
。
ま
た
、
忙
し
さ

の
中
で
灰
色
の
男
達
に
言
葉
巧
み
に
時
間

を
奪
わ
れ
、
自
分
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、

自
分
が
自
分
の
時
間
を
操
る
の
だ
と
教
え

て
く
れ
る
。

　「
モ
モ
」
の
中
に
は
深
く
味
わ
い
の
あ
る

名
言
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
私
が
一
番

好
き
な
道
路
掃
除
夫
ベ
ッ
ポ
の
話
す
言
葉

だ
っ
た
り
・
・
・
。
部
下
を
持
つ
年
代
の

人
に
読
ん
で
欲
し
い
。

　
今
年
の
春
、
突
然
舞
い
込
ん
だ
「
訃
報
」。

　
学
生
時
代
に
彼
の
音
楽
を
好
き
だ
っ
た
僕

は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
と
て
も
驚
い

た
の
だ
が
、
そ
の
数
か
月
前
に
亡
く
な
っ
た

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
と
き

と
の
「
扱
わ
れ
方
の
小
さ
さ
」
に
、「
い
ま
の

日
本
で
は
『
プ
リ
ン
ス
』
も
過
去
の
人
な
の

か
…
」
と
さ
ら
に
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

（
と
言
っ
て
る
僕
も
、
最
近
の
彼
の
活
動
を
あ

ま
り
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
だ
が
・・・
）。

　
こ
の
本
は
彼
の
生
前
に
出
版
さ
れ
た
も

の
な
の
で
、
そ
の
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
彼
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
キ
ャ
リ

ア
に
関
し
て
、
現
役
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

で
あ
る
著
者
が
音
楽
的
な
分
析
を
交
え
て

解
説
し
て
い
る
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
が
「
レ
コ
ー
ド
会

社
の
制
約
を
受
け
ず
に
自
由
に
作
品
を
作

り
続
け
る
」
た
め
に
、
い
か
に
し
て
戦
っ

て
き
た
の
か
も
記
さ
れ
て
お
り
、
プ
リ
ン

ス
と
い
う
人
物
が
「
音
楽
」
に
お
い
て
も
、

「
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
お
い
て
も
、
時
代
の

先
を
読
む
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
が

わ
か
る
１
冊
と
な
っ
て
い
る
。

稲
渕
の
棚
田

●近鉄橿原神宮前駅・飛鳥駅よりかめバス運行
石舞台バス停より約2.5km
  村営石舞台駐車場　有料

檜原神社

●（ＪＲ・近鉄）桜井駅より
奈良交通バス天理駅行き箸中下車　徒歩20分
  無料駐車場あり

兜
岳
と
鎧
岳

●近鉄名張駅下車　三重交通バス山粕西行
嶽見橋または横輪橋バス停下車、登山口まで40分
  兜岳の登山口にあたる延命地蔵の社前に数台駐車可能

物
く
人

銀
行

の
人

が
、

取
り
戻

今
年

学
生

は
、
こ

た
の
だ

デ
ヴ
ィで」言

啓林堂書店の外さない本棚

優
文
学

う
。
う巻

く
蓄
銀

街
の

だ
が

本棚 http://www.books-keirindo.co.jp/

と
の

日
本

か
…
」

（
と
言

啓林

モモプリンス論
ミヒャエル・エンデ 著（岩波少年文庫）西寺郷太 著（新潮新書）

「時間」の真の意味を問う一人の天才音楽家による革命

【
郡
山
店
　
店
長  

加
川
洋
子
】

【
新
大
宮
店
　
店
長  

中
西
哲
夫
】



　
五
條
市
役
所
か
ら
国
道
１
６
８
号
線

を
車
で
走
る
こ
と
約
30
分
、
山
々
に
囲

ま
れ
た
大
塔
の
地
に
、
突
然
Ｕ
Ｆ
Ｏ
型

の
建
物
が
。
大
塔
町
の
北
の
玄
関
口
に

道
の
駅
「
吉
野
路 

大
塔
」
が
あ
り
ま
す
。

　
星
が
綺
麗
に
見
え
る
こ
と
で
有
名
な

大
塔
。
こ
こ
吉
野
路 

大
塔
に
隣
接
す
る

「
大
塔
コ
ス
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク 

星
の
く
に
」

で
は
、
星
の
故
郷
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ

わ
し
く
天
文
台
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、

ロ
ッ
ジ
な
ど
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
の
駅
か
ら
南
へ
車
で
５
分
の
と

こ
ろ
に
、「
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し
め

ま
す
。

　
駅
内
の
売
店
で
は
自
然
豊
か
な
大
塔

の
地
で
育
っ
た
特
産
物
や
五
條
名
物
で

あ
る
柿
、
鹿
肉
や
猪
肉
な
ど
お
す
す
め

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
食
事
は
、
道

の
駅
の
前
に
「
大
塔
郷
土
館
」
が
あ
り
、

大
塔
の
特
産
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

め
は
り
寿
司
や
新
鮮
な
鮎
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
車
で
約
30
分
ほ
ど
の
距
離
に
は
十
津

川
村
の
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

「
谷
瀬
の
吊
橋
」
も
あ
り
ま
す
。
旅
の

途
中
に
寄
る
も
良
し
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
や
天
文
台
で
壮
大
な
宇
宙
を
楽
し
む

の
も
よ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が

で
き
る
道
の
駅
で
す
。
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道
の
駅

吉
野
路 

大
塔

NARA

11
station

夜
空
の
絶
景
と
自
然
い
っ
ぱ
い
の
大
塔
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
温
泉
、キ
ャ
ン
プ
場
と

癒
し
の
時
間
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

Y
os

hin
oji-Ootou

A
u tum n  ＆ W

in
te
rImajin21

道の駅 吉野路 大塔
奈良県五條市大塔町阪本225-6
（国道168号沿い）

営業時間:9:00～17:15
休 業 日:第1・第3・第5水曜日
（12～２月は毎週水曜日、夏休み期間は無休）
※ トイレ・駐車場・公衆電話は
　 24時間利用できます。
駐 車 場：23台
問 合 せ：TEL.0747-35-0311
ホームページ
http://www.ootou.jp/michinoeki.html

ＵＦＯ？ 近未来デザインの建物と
自然豊かな大塔でのんびり

南阪奈道路

至松原I.C

至和歌山

西名阪自動車道

24

24

166

168

370

168 至吉野

至名古屋

至天理

至天理I.C.

至桜井

郡山
I.C.

法隆寺
I.C.

橿原神宮前

大和
八木高田

五條

至大和西大寺至王寺

至大阪上本町

至天王寺

5

吉野路 大塔

五條市

五條市（大塔）
シンボルキャラクター
「星博士」



おすすめがいっぱ
い

大塔の
お土産を
買おう

11

星乃湯（ロッジ星のくに館内）　
重曹泉。特に肌をなめらかにする美肌効果があると
されます。（土日祝のみ日帰り可）

ロッジ星のくに　
大自然に囲まれたくつろぎの宿。温泉、山の幸、星空
が存分に楽しめます。

ドーム付きバンガロー　
家族や気の合う仲間と星を見ながら最高の夜を過ごせ
ます。屋根の上には望遠鏡を備えたドーム型観測室も。

プラネタリウム館

全国有数の柿の産地五條市で育
ち、実がふっくら大きく、栄養豊富な
大塔の柿を味わえます。

柿

五條の自然で育ち、徹底した衛生
管理で、臭みもなく肉質の良い鹿肉
と猪肉です。

鹿肉・猪肉

高級食材である鹿肉・猪肉をふんだ
んに使い、多くのスパイスが効いた
大人のカレー。

鹿肉・猪肉カレー

大塔の綺麗な水を使った手作りらっ
きょう漬け。

らっきょう漬け

ひとつひとつ丹精込めた手作りこん
にゃく。

こんにゃく

サクサク感がたまらない。すべて手
作りで行う、やみつき必然の吉野名
物です。

かきもち

じっくり漬け込まれた道の駅おすす
めの人気商品です。

うめぼし

美山定食清流定食

大
塔
郷
土
館

プラネタリウム館内

道の駅「吉野路大塔」に隣接する「プラネタ
リウム館」は、102人を収容することができ
る大型天体情報ステーションです。360°見
渡すことができる天井の大型スクリーンに
は約6,000もの星が映し出され、他にも、
四季折々の星空とリアルタイムの天文情報
を提供しています。

営業時間:
土曜13:30、15:30
日曜、祝日10:30、13:30、15:30
(お盆期間などは特別上映あり、
要確認。途中入場不可)
休 業 日:
月～金（祝日は除く）、
平日は団体予約のみ利用可能

営業時間:11:00～15:00
休 業 日:水曜日・木曜日
※水曜日または木曜日が祝日の場合は、
金曜日が振替休館



大
和
三
山
・
藤
原
京
・
伊
勢
神
宮
・
住
吉
大
社

特集

古
代
風
景
考

―

道
の
霊
性
と
呪
術
性
と
東
西
方
向
の
宗
教
的
精
神
軸―

東
京
都
立
大
学

（
首
都
大
学
東
京
） 

名
誉
教
授

前編

堀  

信
行

『
日
本
書
紀
』の
推
古
天
皇
21（
6
1
3
）

年
の
条
は
、
後
に
横
大
路
と
呼
ば
れ
る

道
に
つ
い
て
「
難
波
よ
り
京
に
至
る
大

道
を
置
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
考
古
学

を
は
じ
め
多
く
の
研
究
成
果
か
ら
、
７

世
紀
初
頭
に
は
奈
良
盆
地
に
幹
線
道
路

が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
た
が
っ

て
、
藤
原
京
は
第
一
に
幹
線
道
路
を
活

か
し
て
条
坊
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
南
北
に
延

び
る
３
本
の
幹
線
道
路
、
東
側
か
ら
上

つ
道
（
山
田
道
）、
中
つ
道
、
下
つ
道
で

あ
り
、
東
西
に
延
び
る
横
大
路
な
ど
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
古
代
の
道
に
対
し
て
当
時

の
人
々
は
、
道
を
格
別
な
霊
性
、
呪
術

性
を
帯
び
た
場
所
と
認
識
し
て
い
た
よ

う
だ
。「
み
ち
」
の
「
み
」
は
、
神
が
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
み
さ
き
（
御
崎
・

岬
）」
や
、
神
聖
な
山
を
意
味
す
る
「
み

ね
（
峰
）」
な
ど
、
神
の
も
の
に
つ
け
る

接
頭
語
で
、「
ち
」
が
道
や
方
向
を
示
す

古
語
で
あ
り
、
精
霊
の
「
霊
」
に
も
つ

な
が
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
と
く
に
三
叉

路
は
、
邪
神
が
「
来
な
・
と
（
門
）」
の

意
味
で
「
く
な
と
（
岐
神
）」
と
い
い
、

道
の
分
岐
す
る
所
（
辻
）
は
、「
ち
（
道
）・

ま
た
（
股
）」
の
意
か
ら
「
ち
ま
た
（
巷
・

衢
）」
と
呼
び
、
巷
の
神
が
い
た
。

　
私
は
沖
縄
や
ア
フ
リ
カ
で
の
経
験
か

ら
、「
く
な
と
」
や
「
ち
ま
た
」
な
ど
、

Ｖ
字
形
、
ま
た
は
Ｙ
字
形
に
つ
い
て
、

平
面
的
な
関
係
だ
け
で
な
く
、
立
体
的

な
展
開
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
山
頂
が
雄
岳
と
雌
岳
に
分
か
れ
て
、

山
頂
部
の
稜
線
が
Ｖ
字
形
に
な
っ
て
い

る
二
上
山
も
神
宿
る
場
所
と
な
る
。

　
以
上
、
古
代
人
の
道
へ
の
思
い
を
踏

ま
え
て
、
南
北
３
本
の
幹
線
道
路
の
中

央
の
中
つ
道
に
注
目
す
る
と
、
南
端
が

天
香
具
山
の
ほ
ぼ
山
頂
を
通
る
。
道
路

建
設
で
中
央
線
は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ

は
偶
然
で
は
な
い
。
で
は
中
つ
道
が
天

香
具
山
を
通
る
意
味
は
何
か
。

　
大
和
三
山
で
「
天
の
」
を
冠
し
て
呼

ば
れ
る
の
は
天
香
久
山
だ
け
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
１
―
２
５
７
に
「
天
降
り

つ
く
天
の
香
具
山
・
・
・
」
と
読
ま
れ

て
い
る
通
り
、
神
々
の
い
る
天
上
界
の

高
天
原
か
ら
地
上
に
降
り
て
き
た
山
ゆ

え
に
、「
天
の
」
が
冠
さ
れ
る
。
だ
か
ら

　
地
図
記
号
の
「
∴
」
印
は
、「
史
跡
・

名
勝
・
天
然
記
念
物
」
と
し
て
国
土
地

理
院
発
行
の
地
形
図
に
使
わ
れ
て
い
る
。

私
は
以
前
か
ら
こ
の
印
に
関
心
を
持
ち
、

「
∴
」
印
の
起
源
と
そ
の
象
徴
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
。
９
年
半
前
に
縁
あ
っ

て
奈
良
大
学
に
赴
任
し
、
日
本
の
原
風

景
の
模
式
地
と
思
っ
て
き
た
奈
良
の
地

に
住
め
て
歓
喜
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

「
大
和
三
山
は
「
∴
」
印
を
巨
大
に
し
た

も
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
思
っ
た
。
こ

の
イ
メ
ー
ジ
の
模
索
が
今
も
続
い
て
い

る
。

　
藤
原
宮
は
大
和
三
山
を
結
ぶ
三
角
形

の
中
央
に
位
置
す
る
。
天
武
天
皇
は
在

位
中
（
６
７
３
―
６
８
６
年
）
に
藤
原

京
へ
の
遷
都
を
計
画
し
、
６
８
４
年
に

は
場
所
を
選
定
し
、
天
武
天
皇
の
没
後

は
持
統
天
皇
が
、
６
９
４
年
に
遷
都
を

実
現
し
た
。
天
武
・
持
統
天
皇
は
遷
都

に
あ
た
り
、
大
和
三
山
と
飛
鳥
川
の
扇

状
地
の
藤
井
が
原
に
赴
き
、
い
か
な
る

風
景
を
読
み
、
納
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
時
代
に
整
備
を
進
め
た
と

い
う
伊
勢
神
宮
に
何
を
託
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
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み
ち

お
お

ち

あ

あ
ま

も

く

藤
原
京
遷
都
前
後
の

天
武
・
持
統
天
皇
の
思
い
を
考
え
る

古
代
人
の
道
へ
の
思
い
と

　
　
　
　
　
　
　神
山
の
霊
性

天
と
地
を
結
ぶ
天
香
具
山
の
霊
性

地
名
勝

理
院

私
は

「
∴
」

て
考

て
奈

景
の

に
住

「
大
和

も
の 藤天

大和三山（左から畝傍山・天香具山・耳成山）



山
頂
高
度
は
低
く
て
も
こ
の
山
か
ら
国

見
を
す
れ
ば
、
心
身
と
も
に
天
上
界
と

つ
な
が
る
格
別
の
山
と
な
る
。

　
舒
明
天
皇
の
有
名
な
国
見
の
歌
（『
万

葉
集
』
巻
１
―
２
）
に
、「
大
和
に
は
　

群
山
あ
れ
ど
　
と
り
よ
ろ
ふ
　
天
の
香

具
山
　
登
り
立
ち
　
国
見
を
す
れ
ば
　

国
原
は
　
煙
立
ち
立
つ
　
海
原
は
　
か

ま
め
立
ち
立
つ
　
う
ま
し
国
そ
　
あ
き

づ
し
ま
　
大
和
の
国
は
」
と
あ
る
。
詠

ま
れ
た
風
景
が
、
心
象
風
景
も
含
め
て

広
大
な
の
は
高
天
原
に
つ
な
が
る
山
ゆ

え
か
、
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
中
つ
道
を
天
香
具
山
の
山
頂
を
通
す

こ
と
で
、
道
路
網
が
身
体
の
血
管
や
神

経
の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
天
上
界
に
繋

が
る
天
香
久
山
の
霊
力
が
、
地
上
に
行

き
渡
る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
道
へ
の
霊
性
や
呪
術
性
を
人
々

は
共
有
し
、
交
通
の
安
全
を
道
の
神
に

祈
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
日
本

書
紀
』
巻
３
の
神
武
天
皇
の
と
こ
ろ
に

は
、
天
香
具
山
の
埴
土
の
霊
力
を
物
語

る
話
が
出
て
く
る
。

　
大
和
三
山
は
、北
の
耳
成
山
を
頂
点
と

す
る
三
角
形
の
底
辺
に
、「
日
の
経
」、す

な
わ
ち
東
の
日
の
出
の
方
向
に
天
香
具

山
、「
日
の
緯
」、
す
な
わ
ち
西
の
日
没

方
向
に
畝
火
山
（
畝
傍
山
）
が
あ
り
、

両
神
山
を
結
ぶ
東
西
軸
は
、
日
、
す
な

わ
ち
太
陽
の
運
行
軸
で
あ
り
、
ア
マ
テ

ラ
ス
に
つ
な
が
る
宗
教
的
精
神
軸
と
考

え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
太
陽
を
意
味
す
る
「
日
」

は
、
万
葉
仮
名
で
は
甲
類
に
属
し
、
畝

火
山
の
「
火
」
は
乙
類
に
属
す
る
。
こ

の
区
別
は
興
味
深
く
、
地
上
の
人
間
か

ら
見
れ
ば
「
日
」
す
な
わ
ち
太
陽
は
、「
天

の
火
」で
あ
る
が
、そ
の「
火
」は
見
え
ず
、

光
と
し
て
実
感
さ
れ
る
。
一
方
、
火
そ

の
も
の
が
見
え
る
の
は
、「
地
上
の
火
」

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
天
香
具
山
と
畝

火
山
の
関
係
は
、
お
の
ず
と
天
と
地
の

関
係
に
な
る
。
両
山
の
間
に
は
、
広
大

な
世
界
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
三
輪
山
や
纏
向
遺
跡
で
話
題

に
な
る
「
卑
弥
呼
」
は
、
当
時
倭
と
魏

の
間
の
発
音
関
係
も
不
明
の
ま
ま
、
極

め
て
乱
暴
な
言
葉
遊
び
で
あ
る
が
、「
卑
」

と
「
弥
」
は
い
ず
れ
も
甲
類
で
、
卑
弥

呼
と
い
う
字
を
あ
て
た
魏
側
に
、
倭
へ

の
目
線
に
あ
る
意
図
を
感
じ
る
が
、
同

じ
甲
類
の
字
を
あ
て
れ
ば
、
本
来
は
「
ひ

（
日
）・
み（
見
）・
こ（
古
）」だ
っ
た
だ
ろ

う
と
私
は
勝
手
に
想
像
し
て
い
る
。

　
と
す
れ
ば
ヒ
ミ
コ
（
日
見
古
）
に
と
っ

て
、「
日
の
経
」
は
三
輪
山
で
あ
り
、「
日

の
緯
」
は
二
上
山
で
あ
り
、
両
山
を
結

ぶ
太
陽
の
東
西
軸
は
、
ま
さ
に
宗
教
的

精
神
軸
で
あ
っ
た
。
大
神
神
社
で
は
、

こ
の
軸
線
に
沿
っ
て
、
今
日
も
三
輪
山

に
向
か
っ
て
祈
り
を
奉
げ
て
い
る
。

　
天
武
天
皇
の
命
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』

や
『
古
事
記
』
か
ら
は
、
大
陸
の
北
方

起
源
の
太
陽
神
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら

徐
々
に
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
流

れ
に
あ
る
土
着
の
、
海
と
の
関
係
を
感

じ
さ
せ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
に
皇
祖
神
を
移

行
さ
せ
る
過
渡
的
状
況
が
指
摘
で
き
る

と
い
う
。
考
古
学
で
は
、
天
武
天
皇
の

頃
か
ら
伊
勢
神
宮
を
ア
マ
テ
ラ
ス
の
鎮

座
す
る
場
所
と
し
て
整
備
し
て
き
た
と

さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
25
年
３
月
に
、

ア
マ
テ
ラ
ス
が
「
こ
の
神
風
の
伊
勢
の

国
は
、
常
世
の
浪
の
重
浪
帰
す
る
国
な

り
。
傍
国
の
う
ま
し
国
な
り
。
こ
の
国

に
居
ら
む
と
欲
う
」
と
云
っ
て
、
伊
勢

の
地
に
落
ち
着
い
た
と
あ
る
。
以
前
か

ら
沖
縄
の
「
ゆ
い
む
ん
（
寄
り
物
）」
の

思
想
に
注
目
し
、
テ
ダ
（
太
陽
）
を
含

む
常
世
、
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
と
の
関
係

を
論
じ
て
き
た
（
※
1 

堀
、1
9
9
2
、2
0
1
2
な
ど
）

私
に
は
、
興
味
深
い
表
現
で
あ
る
。
ア

マ
テ
ラ
ス
の
拘
り
と
関
心
が
海
原
に
あ

り
、
海
へ
の
郷
愁
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

天
界
の
太
陽
の
女
神
ア
マ
テ
ラ
ス
を
皇

祖
神
に
す
る
以
前
の
姿
を
予
感
さ
せ
る
。

ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
各
地
で
古
く
か
ら
信

仰
さ
れ
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
流

れ
の
中
の
神
と
し
て
、
海
原
の
彼
方
の

水
平
世
界
と
結
び
つ
く
民
俗
的
、
土
着

的
な
神
の
性
格
を
本
来
持
っ
て
い
た
可

能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ
ら
な
る
研
究

の
展
開
が
待
た
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
皇
祖
神
タ
カ
ミ
ム

ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
の
移
行
は
、

ア
マ
テ
ラ
ス
を
共
有
す
る
各
地
の
豪
族

を
束
ね
、
天
皇
の
も
と
に
一
元
化
す
る

目
的
に
も
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
　
　
　
　
　
　（
後
編
に
続
く
）
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む
ら
や
ま

み
ち

は
に
つ
ち

た
て

た
て

し
き
な
み

か
た
く
に

お

お
も

よ

よ
こ

よ
こ

う
な
は
ら

東
西
方
向
の
宗
教
的
精
神
軸

ア
マ
テ
ラ
ス
と
伊
勢
神
宮

Profile
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広島大学総合科学部講師・助教授、東京都立大学理学部助教授・教授。2007 年
定年退職後、奈良大学文学部地理学科教授。2014 年退職。東京都立大学（首都
大学東京）名誉教授。理学博士、研究地域は日本、アフリカ他で景観論・風土論
など環境地理学的研究を展開。

ジ
さ
れ
る
。
こ

ラえは火のらの

藤原宮遺跡

へ同ひろっ日結的は
、山

甘樫丘から望む畝傍山と二上山



悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

本誌は、「FSCⓇミックス認証紙」を
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